
中
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
連
携
が
よ
り
重
視

今
回
は
、
理
窓
会
本
部
よ
り
理
事
の
渡
辺

◇
新
潟
支
部
総
会
◇

さ
れ
る
時
代
に
は
、
研
修
会
の
あ
り
方
も
改
善

平
成

年
８
月

日(

土)

理
窓
会
新
潟
支

恒
夫
様
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
特
別
委
員
の

第２２号

発行所

県支部事務局

20

30

が
必
要
な
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校

部
総
会
が
中
越
地
区
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、

山
田
義
幸
様
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
講
話
と

入
試
の
学
区
が
廃
止
さ
れ
、
従
来
に
も
増
し
て

青
善
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
父
母
会

支
部
長
御
挨
拶

各
高
校
の
教
育
力
、
教
育
の
成
果
が
問
わ
れ
る

総
会
で
の
議
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

の
田
中
敏
彦
様
、
長
谷
川
豊
様
に
も
お
出
で

新
潟
支
部
長

、

時
代
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
何
も
高
校
間
の
競

後
述
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
二
部
の
会
ま

新
保

隆

い
合
い
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
全
国
に
伍

い
た
し
ま
す
。

で
御
出
席
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

新
潟
支
部
長

し
て
活
躍
で
き
る
新
潟
県
の
若
者
を
育
て
る
高

げ
ま
す
。

の
新
保
で
ご
ざ

校
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
い
う
視
点
が
大

来
年
度
は
上
越
地
区
の
当
番
と
な
っ
て
お

い
ま
す
。
こ
の

切
と
思
い
ま
す
。

り
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

一
年
間
を
振
り
返
る
と
、
昨
年
十
月
七
日
に
久

中
学
生
に
と
っ
て
は
高
校
の
選
択
幅
が
広
が

ま
す
。

比
岐
高
校
長
坂
上
隆
先
生
、
両
津
高
校
教
頭
中

り
、
以
前
に
も
増
し
て
各
高
校
の
特
色
を
見
据

◇
役
員
改
選
◇

田
亮
一
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
高
校
教
員

え
た
進
路
選
択
が
必
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
保

隆

を
対
象
に
十
一
名
の
参
加
を
得
て
研
修
会
を
開

こ
の
よ
う
な
時
、
大
学
の
同
窓
と
し
て
、
胸
襟

支

部

長

岩
根

卓
司

木
南

誠

催
で
き
ま
し
た
。
本
年
八
月
三
十
日
に
は
、
中

を
開
い
た
中
高
の
連
携
・
情
報
交
換
の
機
運
が

副
支
部
長

室
岡

政
幸

森

久

越
地
区
が
担
当
し
、
大
学
か
ら
は
渡
辺
恒
夫
理

高
ま
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

中
野

晋

坂
上

隆

事
（
長
岡
市
出
身
）
様

、
理
窓
会
か
ら
ル
ネ
ッ

の
研
修
会
を
通
し
て
中
堅
教
員
が

教
科
指
導

、

、

熊
谷

正
美

水
嶌

繁
満

サ
ン
ス
特
別
推
進
委
員
の
山
田
義
幸
様
を
お
迎

生
徒
指
導
、
学
校
運
営
な
ど
自
校
の
教
育
力
向

佐
藤

茂
樹

加
藤

弘

え
し
、
三
十
名
が
出
席
さ
れ
て
二
十
年
度
総
会

上
を
図
り
、
新
潟
県
の
次
の
時
代
の
教
育
を
担

日
野

顕
英

上
野

順
治

・
懇
親
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

う
気
概
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
う
と
こ
ろ
で

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

こ
れ
も
偏
に
、
新
潟
支
部
会
員
の
皆
様
の
御
協

す
。

地
区
幹
事

20

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

力
の
賜
で
あ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
で
は
昨
年
度
は
野
田
キ
ャ
ン
パ

県

幹

事

20

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

総
会
で
は

国
際
情
報
高
校
長
上
野
順
治
先
生

ス
で

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

が
開
催
さ
れ

、

、

「

」

、

顧

問

20

糸
魚
川
白
嶺
高
校
長
日
野
顕
英
先
生
、
阿
賀
黎

私
も
参
加
し
て
、
し
ば
し
二
十
歳
代
へ
タ
イ
ム

◇
平
成

年
度
事
業
報
告
◇

明
中
・
高
校
長
加
藤
弘
先
生
を
新
た
に
副
支
部

ス
リ
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
十
一
月

19

長
に
ご
委
嘱
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

三
日
に
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
地

・
支
部
役
員
会
開
催

今
年
度
研
修
会
は
十
月
十
一
日
に
糸
魚
川
白

域
と
一
体
と
な
っ
た
行
事
も
計
画
さ
れ
て
い
る

７
月
８
日

新
潟
会
館

名
19

嶺
高
校
日
野
顕
英
先
生
、
阿
賀
黎
明
中
・
高
校

と
聞
い
て
お
り
ま
す

交
通
至
便
の
地
で
あ
り

・
支
部
総
会
開
催

。

、

長
加
藤
弘
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
開
催
し

家
族
旅
行
を
兼
ね
て
、
家
族
の
皆
様
と
参
加
さ

８
月

日

新
潟
東
急
イ
ン

名

26

28

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
岩
根
卓
司
副
会
長
か
ら

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

御
提
言
を
い
た
だ
き
、
中
学
校
の
管
理
職
の
先

本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

８
月

日

頁

部

26

A4
24

40

生
方
へ
も
御
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も

す
。

・
研
修
会
開
催

た
ち
の
気
質
が
変
化
し
、
教
育
の
改
革
が
進
む

月
７
日

新
潟
会
館

名

10

11
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・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

と
し
て
い
ま
す
が
、
勤
務
校
は
平
成
二
十
三

立
専
願
と
い
う
仲
間
も
い
な
い
わ
け
で
は
な

◇
平
成

年
度
会
計
予
算
◇

20

３
月

日

６
頁

部

○
収
入
の
部

年
度
に
、
糸
魚
川
商
工
高
校
と
し
て
誕
生
以

い
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
仲
間
は
、
国
立
と

28

B5

558

繰
越
金

２
８
７
，
６
４
０
円

来
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
共
に
よ
き
伝
統
を

私
立
の
組
み
合
わ
せ
で
受
験
し
ま
し
た
。
だ

会
費

１
０
０
，
０
０
０
円

守
り
つ
つ
も
、
新
た
な
伝
統
づ
く
り
が
必
要

か
ら
日
本
史
も
最
後
ま
で
勉
強
し
ま
し
た
し
、

◇
平
成

年
度
事
業
計
画
◇

20

・
支
部
役
員
会
開
催

臨
時
徴
収

６
，
０
０
０
円

だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
ま
で
出
か
け
て
受
け
た
模
試
の
偏
差
値

７
月

日

新
潟
会
館

名

雑
収
入

１
，
３
６
０
円

理
科
大
在
学
時
、
三
年
の
数
学
研
究
、
四

も
日
本
史
が
最
高
で
し
た
。
理
科
大
の
入
試

13

17

・
支
部
総
会
開
催

合
計

３
９
５
，
０
０
０
円

年
の
卒
業
研
究
と
も
、
関
数
論
の
若
き
宮
原

科
目
に
、
理
科
と
社
会
が
選
択
で
き
れ
ば
、

８
月

日

青
善
会
館(

長
岡
市)

○
支
出
の
部

靖
教
授
の
ゼ
ミ
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

迷
わ
ず
日
本
史
に
し
た
と
思
い
ま
す
。
受
験

30

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

支
部
総
会
補
助

３
０
，
０
０
０
円

こ
の
ゼ
ミ
に
入
る
に
は
、
野
球
が
上
手
で
、

科
目
は
一
年
の
生
物
と
地
学
で
も
、
二
・
三

８
月

日

頁

部

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

秋
の
ゼ
ミ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
微

年
の
世
界
史
と
倫
理
で
も
、
三
年
理
系
の
ク

30

A4
24

50

・
研
修
会
開
催

地
区
還
元
金

４
，
０
０
０
円

分
幾
何
の
山
口
ゼ
ミ
に
勝
つ
こ
と
を
求
め
ら

ラ
ス
で
勉
強
中
で
あ
る
政
経
で
も
よ
か
っ
た

月

日

新
潟
会
館

名
簿
・
会
報

２
０
，
０
０
０
円

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
原
ゼ
ミ
は
、
縦
の
つ

の
で
す
か
ら
、
私
の
よ
う
な
将
来
を
考
え
る

10

11

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

送
料

７
３
，
５
０
０
円

な
が
り
も
大
切
に
し
、
Ｏ
Ｂ
は
「
浩
洋
会
」

の
が
遅
い
生
徒
に
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い

月
中
旬

６
頁

部

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

と
い
う
名
称
で
毎
年
忘
年
会
を
開
い
て
い
ま

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
。

11

B5

600

・
会
員
名
簿
発
行(

１
月
版)
資
料
代

６
，
０
０
０
円

し
た
。
現
役
の
四
年
生
が
幹
事
と
な
っ
て
卒

今
、
理
科
大
の
数
学
科
は
英
語
と
数
学
だ

１
月
中
旬

頁

部

予
備
費

２
３
１
，
５
０
０
円

業
生
へ
案
内
だ
し
た
り
、
会
の
進
行
し
た
り

け
で
よ
く
、
理
科
は
い
ら
ず
、
国
立
の
理
系

A4
24

100

合
計

３
９
５
，
０
０
０
円

し
て
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で

に
い
た
っ
て
は
、
セ
ン
タ
ー
倫
理
だ
け
で
も

の
卒
業
生
が
集
ま
り
親
交
を
深
め
て
い
ま
し

よ
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
の
教
育
課

◇
平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

19

○
収
入
の
部

た
。
そ
の
宮
原
先
生
も
、
三
年
前
に
退
官
し

程
で
も
進
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
再
編
が

御
挨
拶

繰
越
金

２
３
１
，
２
５
６
円

ま
し
た
が
、
最
後
の
四
年
生
だ
っ
た
方
が
幹

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
る
で
四
十
年
前
の
高
校

副
支
部
長

会
費

９
４
，
８
４
０
円

事
を
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
あ
り

紛
争
の
お
題
目
に
あ
っ
た
、
高
校
の
大
学
予

日
野

顕
英

本
部
補
助

６
５
，
０
０
０
円

が
た
い
こ
と
で
す
。

備
校
化
で
す
。
本
当
に
こ
れ
で
よ
い
の
か
な

雑
収
入

１
５
，
７
０
５
円

こ
の
た
び

高
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
よ
う

と
思
い
ま
す
。
私
立
の
理
系
で
も
セ
ン
タ
ー

合
計

４
０
６
，
８
０
１
円

理
窓
会
新
潟

と
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
高
校
の
教
育
課
程

地
歴
Ｂ
を
課
し
、
国
立
理
系
に
至
っ
て
は
、

○
支
出
の
部

支
部
の
副
支

は
、
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
、
社
会
や
理
科

個
別
入
試
に
も
地
歴
Ｂ
を
課
す
ぐ
ら
い
で
な

支
部
総
会
補
助

３
８
，
１
０
０
円

部
長
を
お
お
せ
つ
か
ま
り
ま
し
た
、
日
野
で
ご

の
科
目
は
、
ど
の
学
年
で
や
る
か
は
別
と
し

い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
議
費

１
０
，
３
９
５
円

ざ
い
ま
す
。
こ
の
四
月
よ
り
、
県
最
西
端
で
あ

て
、
選
択
は
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
ま
り
、
高
校
で
は
、
進
学
で
合
格
さ
せ
る

名
簿
・
会
報

１
２
，
９
２
６
円

る
糸
魚
川
白
嶺
高
等
学
校
長
を
拝
命
し
て
お
り

指
導
要
領
で
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
科
目
は
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
よ
り
、
高
校
で
た
っ
ぷ
り
勉

送
料

５
１
，
３
５
０
円

ま
す
。
今
か
ら
五
年
前
に
は
、
村
上
高
校
山
北

べ
て
履
修
す
る
仕
組
み
で
し
た
。
私
は
文
系

強
さ
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
必
要
性
も
感
じ

事
務
用
品

３
９
０
円

分
校
へ
行
け
と
言
わ
れ
た
の
で
、
新
潟
県
の
最

で
法
学
部
志
望
で
し
た
が
、
二
年
時
の
数
学

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

資
料
代

６
，
０
０
０
円

北
端
と
最
西
端
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

の
担
任
と
友
人
の
お
か
げ
で
三
年
か
ら
理
系

長
々
と
勝
手
な
思
い
を
綴
っ
て
し
ま
い
、

合
計

１
１
９
，
１
６
１
円

た
。

に
転
じ
ま
し
た
。
受
験
科
目
は
、
国
・
数
・

失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。
き
っ
と
思
い
と
行

母
校
理
科
大
は
、
百
三
十
周
年
を
迎
え
よ
う

英
の
他
、
日
本
史
と
物
理
と
化
学
で
す
。
私

動
は
別
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
上
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杉
先
生
に
お
任
せ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
申

う
ち
、
国
立
大
学
に
七
名
の
生
徒
が
合
格
し
ま

高
い
志
を
持
っ
て
努
力
す
る
生
徒
の
夢
と
希

御
挨
拶

し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

し
た
。

望
を
実
現
に
向
け
て
、
保
護
者
・
職
員
が
み

副
支
部
長

願
い
い
た
し
ま
す
。

目
的
意
識
を
持
っ
て
勉
学
に
励
む
生
徒
、
そ

ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
で
あ
り
、
言
わ

上
野

順
治

れ
を
親
身
に
な
っ
て
指
導
す
る
教
職
員
、
さ
ら

ば
み
ん
な
で
頑
張
る
学
校
で
す
。
そ
の
こ
と

に
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
保
護
者
や
地
域
の
方

「
今
度
の

が
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
」

御
挨
拶

々
、
こ
の
三
つ
の
力
が
一
緒
に
な
っ
て
努
力
す

校
長
は
話
が

と
説
明
し
、
出
願
に
向
け
協
力
を
お
願
い
し

副
支
部
長

る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
実
感
し

長
い
」
と
生

つ
つ
、
全
県
の
中
学
校
を
回
っ
て
お
り
ま
す
。

加

藤

弘

て
お
り
ま
す
。

徒
か
ら
酷
評
さ
れ
、
改
め
て
自
ら
の
言
動
と

ま
さ
に
「
足
で
稼
ぐ
生
徒
募
集
」
を
実
践
し

こ
の
度
、

さ
て
、
私
の
理
窓
会
と
の
出
会
い
は
、
新
採

校
長
職
の
職
責
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
悪
戦

て
お
り
ま
す
。
遠
く
ま
で
校
長
自
ら
出
向
く

理
窓
会
新
潟

用
か
ら
二
校
目
の
燕
高
等
学
校
で
、
若
井
静
男

苦
闘
し
な
が
ら
も
、
早
、
半
年
が
経
と
う
と

こ
と
に
驚
か
れ
ま
す
が

「
先
生
方
は
生
徒

、

支
部
副
支
部

先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
し

し
て
い
ま
す
。
国
際
情
報
高
校
は
、
平
成
四

を
伸
ば
し
ま
す
の
で
、
私
は
生
徒
を
集
め
る

長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
県
立
阿

た
。
そ
れ
以
来
、
た
び
た
び
県
支
部
総
会
に
参

年
に
大
学
進
学
へ
の
夢
と
希
望
の
実
現
を
さ

の
が
仕
事
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

賀
黎
明
中
学
校
・
高
等
学
校
に
勤
務
し
て
お
り

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

せ
る
学
校
と
し
て
県
の
肝
入
り
で
設
置
さ
れ

本
校
の
理
科
大
へ
の
合
格
者
数
は
今
年
度

、

ま
す
加
藤
と
申
し
ま
す
。
新
保
支
部
長
の
ご
指

平
成
十
七
年
度
に
は
県
支
部
総
会
の
当
番
地

今
年
で

年
目
を
迎
え
る
学
校
で
す
。
入
学

延
べ

名
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
の
進
学
者

17

39

導
の
も
と
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
理
窓
会

区
が
中
越
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
、

定
員
は
一
六
〇
名
と
少
数
な
の
で
、
先
生
方

は
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
物
理
学
校

発
展
の
た
め
に
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

長
岡
高
等
学
校
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た
関
係

は
所
属
す
る
学
年
の
生
徒
の
名
前
と
顔
を
早

時
代
か
ら
の
伝
統
と
実
績
に
対
し
て
高
い
評

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上
、
加
茂
高
等
学
校
の
上
野
茂
男
校
長
先
生
の

々
に
一
致
さ
せ
、
個
に
応
じ
た
指
導
を
み
ん

価
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
生
徒
の
あ
こ
が

私
の
勤
務
し
て
お
り
ま
す
県
立
阿
賀
黎
明
中

ご
指
導
の
も
と
で
、
総
会
を
運
営
さ
せ
て
い
た

な
で
考
え
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
本
校

れ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
理
学
・
工
学
・
薬

学
校
・
高
等
学
校
は

平
成
十
四
年
に
県
内
初

だ
き
ま
し
た
。

の
特
徴
は
、
小
規
模
で
あ
る
が
ゆ
え
に
小
回

学
な
ど
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
活
躍
し
て

、

、

全
国
で
四
番
目
の
公
立
併
設
型
中
高
一
貫
校
と

理
窓
会
常
任
幹
事
の
山
田
義
幸
先
生
か
ら
、

り
が
き
く
こ
と
、
面
倒
見
の
よ
い
エ
ネ
ル
ギ

い
る
大
学
の
姿
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
マ
ス

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
創
立
百
年
の
歴
史

「
東
京
理
科
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
」
と
題
し

ッ
シ
ュ
な
先
生
が
多
い
こ
と
、
生
徒
は
素
直

コ
ミ
等
で
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
進
学
者
数

と
伝
統
を
持
つ
津
川
高
等
学
校
を
改
組
・
改
称

て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
父
母
の
会
か
ら
は
、
添

で
頑
張
り
屋
が
多
い
こ
と
、
保
護
者
の
皆
様

の
増
加
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

し
、
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。
同
一
の
校
舎
に

田
敦
子
様
よ
り
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

が
学
校
を
信
頼
し
て
協
力
的
で
あ
る
こ
と
が

昨
今
で
す
。、

、

、

中
学
校
と
高
等
学
校
が
併
設
さ
れ
、
中
高
一
貫

員
の
皆
様
、
そ
の
節
は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

上
げ
ら
れ
ま
す
。

最
後
に

埼
玉
県
で
教
員
と
な
り

そ
の
後

教
育
校
の
中
で
も
「
併
設
型
」
と
呼
ば
れ
る
タ

い
ま
し
た
。
今
後
も
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

本
校
は
、
広
く
全
県
か
ら
生
徒
を
集
め
進

新
潟
県
に
戻
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ

イ
プ
の
学
校
で
す
。
中
山
間
地
に
設
立
さ
れ
た

め
、
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ

学
実
績
を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

の
間
、
同
窓
の
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
や
御

中
高
一
貫
校
と
し
て
、
全
国
に
も
数
少
な
い
学

て
い
ま
す
。

定
員
確
保
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

協
力
が
あ
り
、
そ
の
都
度
、
理
窓
会
の
す
ば

。

校
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
理
窓
会
新
潟
支
部

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
今
年
度
か

ら
し
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を

こ
の
三
月
に
第
一
期
生
が
卒
業
し
、
今
年
で

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶

ら
国
際
文
化
科
と
情
報
科
学
科
の
く
く
り
募

借
り
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
非
力

七
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
春
の
卒
業
生
は
、

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

集
を
実
施
し
、
入
り
た
い
生
徒
が
出
願
し
や

で
は
あ
り
ま
す
が
理
窓
会
が
よ
り
発
展
す
る

中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
の
真
価
が
問
わ
れ
た

す
い
よ
う
工
夫
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

た
め
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

わ
け
で
す
が
、
進
学
で
言
え
ば
、
二
十
二
名
の

時
間
を
見
つ
け
て
は
中
学
校
を
訪
問
し

「
決

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、

生
徒
が
大
学
・
短
大
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の

し
て
敷
居
の
高
い
学
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
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広
報
部
は
と
て
も
元
気
で

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ

た
。

Ｄ
を
鑑
賞
す
る
内
容
で
、
来
校
し
た
多
く
の

活
力
を
感
じ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

、

り
」
を
年
３
回(

７
月
、

月
、
３
月)

発
刊
す

進
路
指
導
部
は
更
に
元
気
が
良
く
、
本
校

保
護
者
が
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ

Ｓ

理
・
化

50

12

る
の
で
す
が

取
材
活
動
が
と
て
も
活
発
で
す

の
進
路
指
導
部
と
の
懇
談
会
、
他
校
視
察
、

で
上
映
し
た
体
育
祭
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

竹
内

文
亮

、

。

十
日
町
高
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
で
す
が
、

体
育
祭
や
南
陵
祭(

文
化
祭
の
こ
と)

で
の
写
真

保
護
者
へ
の
経
験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
す

自
ら
作
成
し
、

円
で

枚
販
売
し
ま

200
180

一
番
感
じ
た
こ
と
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
活
発
な
こ
と
で

撮
影
が
中
心
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
講
演
会
や

る
講
話
会
を
３
つ
の
柱
と
し
て
活
動
し
て
い

し
た
。
こ
の
よ
う
に
今
年
も
半
年
の
間
に
、

す
。
本
年
４
月
か
ら

月
ま
で
の
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

公
開
授
業
な
ど
に
も
時
間
を
割
い
て
来
校
し
て

ま
す
。
６
月
に
本
校
の
進
路
指
導
部
の
職
員

次
か
ら
次
へ
と
、
目
を
見
張
る
こ
と
ば
か
り

11

活
動
状
況
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

く
だ
さ
い
ま
す
。
年
間
７
回
の
編
集
会
議
が
あ

と
今
春
の
進
学
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

続
き
ま
し
た
。

Ⅰ

十
日
町
高
等
学
校

り
ま
す
が
、
広
域
か
ら
集
ま
っ
て
夜
遅
く
ま
で

る
場
を
設
け
、
進
学
状
況
や
傾
向
を
知
る
機

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
は
生
徒
の
幸
せ
を
念
じ
、

十
日
町
高
等
学
校
は
大
正

年
に
創
立
さ
れ

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

会
と
し
ま
し
た
。

月
に
は
最
近
進
学
面
で

ま
た
高
校
に
期
待
し
、
共
に
生
徒
を
育
て
て

、

15

10

本
年
で
創
立

年
を
迎
え
ま
す
。
全
日
制
と
定

生
活
指
導
部
も
元
気
が
良
く
、
十
日
町
市
の

気
に
か
か
っ
て
い
る
六
日
町
高
校
へ
保
護
者

い
く
気
持
ち
が
強
い
こ
と
を
再
認
す
る
と

83

時
制
が
同
じ
校
舎
に
併
設
さ
れ
た
普
通
科
だ
け

夏
の
大
祭
の
際
の
巡
回
指
導
、
家
庭
で
の
服
装

だ
け
で
視
察
に
行
き
、
六
日
町
高
校
の
進
路

共
に
、
教
職
員
も
保
護
者
か
ら
励
ま
さ
れ
、

の
学
校
で
す
。
ク
ラ
ス
数
は
全
日
制
は
１
学
年

指
導
、
そ
し
て
高
校
生
の
携
帯
電
話
の
使
用
の

指
導
部
、
校
長
な
ど
を
交
え
た
両
校
の
Ｐ
Ｔ

元
気
を
も
ら
っ
た
半
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

９
ク
ラ
ス
、
定
時
制
は
１
学
年
１
ク
ラ
ス
の
合

実
態
を
知
る
講
習
会
を
３
つ
の
柱
と
し
て
活
動

Ａ
懇
談
会
で
い
ろ
い
ろ
な
お
土
産(

情
報)

を

◇

◇

事
務
局
か
ら
の
連
絡

計

ク
ラ
ス
、
生
徒
総
数
が

名
弱
の
大
規

し
て
い
ま
す
。
夏
の
大
祭
は
市
の
補
導
員
と
Ｐ

得
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て

月
に
、
今

①
会
報
「
新
潟
理
窓
」
に
つ
い
て

1100

31

11

模
な
学
校
で
す
。
全
日
制
の
生
徒
は
ほ
と
ん
ど

Ｔ
Ａ
部
員
と
教
師
が

名
前
後
の
３
つ
の
グ
ル

年
で
３
回
目
と
な
る
、
１
、
２
年
生
の
保
護

・
投
稿
大
歓
迎
で
す
。
原
稿
を
事
務
局
連

10

が
十
日
町
市
と
津
南
町
に
在
住
し
て
い
ま
す
が

ー
プ
に
分
か
れ
、
夜
間
、
市
内
を
歩
い
て
巡
視

者
を
対
象
に
し
た
「
知
っ
て
得
す
る
親
の
た

絡
先
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
、
デ
ジ

、

「
ほ
く
ほ
く
線
」
を
利
用
し
た
上
越
市
や
南
魚

し
、
祭
り
に
来
て
い
る
生
徒
に
声
が
け
を
し
た

め
の
進
路
講
話
会
」
を
開
き
、
進
学
さ
せ
た

タ
ル
デ
ー
タ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

沼
市
か
ら
の
通
学
者
も
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
は

り
、
空
き
地
や
駐
車
場
の
暗
が
り
な
ど
を
見
回

卒
業
生
の
保
護
者
か
ら
、
進
学
先
の
決
定
、

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

卒
業
生
の
多
く
は
進
学
し
ま
す
が
、
今
か
ら

り
ま
す
。
ま
た
、
９
月
に
は
女
子
の
短
い
ス
カ

模
擬
試
験
の
結
果
の
見
方
、
受
験
や
進
学
に

・
理
窓
会
新
潟
支
部
の
活
動
は
、
室
岡
副

20

年
ほ
ど
前
の
平
成
元
年
で
は
就
職
者
が

名

ー
ト
丈
を
直
す
こ
と
を
中
心
に
、
制
服
の
正
し

か
か
る
経
費
に
つ
い
て
話
を
伺
う
と
と
も
に

支
部
長
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

100

、

位
（
約

％
）
い
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
部

い
着
こ
な
し
を
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
指

六
日
町
高
校
と
国
際
情
報
高
校
と
本
校
の
学

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は
、

30

http://w
w

w
17.ocn.ne.jp

活
動
も
盛
ん
で

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

導
し
よ
う
と
、
生
徒
が
朝
、
家
を
出
る
際
に
保

習
面
や
進
学
面
に
つ
い
て
の
比
較
を
行
う
会

「

、

、

陸
上
競
技
、
空
手
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
そ

護
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
明
示
し
た

を
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

名
を
越
え
ま

」
で
す
。

250
/~m

urooka/index.htm
l

し
て
野
球
が
運
動
部
で

美
術

写
真

演
劇

プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
保
護
者
に
配
布
し
ま
し

し
た
。
そ
の
と
き
に
は
質
問
や
本
校
へ
の
要

③
支
部
会
費
に
つ
い
て

、

、

、

、

吹
奏
楽
が
研
修
部
（
い
わ
ゆ
る
文
化
部
）
で
良

た
。
さ
ら
に

月
に
は
「
知
ら
な
い
と
大
変
！

望
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
３
年
生

・
年
会
費
は
１
０
０
０
円
で
す
。
同
封
の

11

い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
雪
国
に

高
校
生
の
携
帯
電
話
の
使
用
の
実
態
」
と
い
う

向
け
に
は
時
期
を
早
め
、
８
月
に
実
施
し
、

振
込
用
紙
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

育
っ
た
者
が
も
つ
粘
り
強
い
精
神
力
と
実
直
さ

講
演
会
を
開
き
、
実
際
に
携
帯
電
話
を
参
加
者

こ
ち
ら
は

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

④
名
簿
に
つ
い
て

60

を
感
じ
ま
す
。

全
員
が
操
作
し
て
、
生
徒
の
作
成
し
た
掲
示
板

こ
の
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
専
門
部
が
元
気

・
支
部
会
費
納
入
確
認
後
、
該
当
者
に
送

Ⅱ

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

や
プ
ロ
フ
等
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を
学
ぶ
機

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
南
陵
祭

付
い
た
し
ま
す
。

十
日
町
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
広
報
部
、
生
活
指

会
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
は

に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
無
料
の
「
珈
琲
処
」
を
出
展

⑤
事
務
局
連
絡
先

導
部

進
路
指
導
部
の
３
専
門
部
が
あ
り
ま
す

名
近
い
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師

し
ま
し
た
。
今
年
で
２
年
目
で
す
が
、
教
室

新
潟
市
秋
葉
区
新
金
沢
町

ー

上
杉
肇

、

。

130

29

14

会
長
が
１
名
、
副
会
長
が
５
名
、
各
専
門
部
に

は
本
校
生
徒
指
導
部
長
で
、
そ
の
際

名
の
職

で
開
き
ま
し
た
。
休
憩
所
を
兼
ね
て
お
り
、

電
話
＆

０
２
５
０
２
２
０
３
１
２

fax

15

e
m

ail:G
H

F03107@
nifty.ne.jp

は

名
ず
つ
の
部
員
が
い
ま
す
。

員
が
保
護
者
の
操
作
の
手
伝
い
を
い
た
し
ま
し

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
体
育
祭
の
Ｄ
Ｖ

-

15

第 号 に い が た り そ う 平成 年 月 ( )22 21 2 4


